
11 月 25 日、伝統文化体験である、茶道教室が開かれました。子どもたちにとっては低学年以来の３回目を

迎える茶道教室。講師には毎年お世話になっている中澤先生を今年度もお招きして「日本文化の美しさ」「おも

てなしの心」を学びました。 

高学年になった今回は、「秋のお茶会を開こう」というテーマで、事前に和菓子をご用意いただき、そのお菓子

に銘をつけることから始めました。子どもたちは、そのお菓子の写真をみながら、真剣な様子でそれぞれの銘を

考えました。「白菊」「垂れ桜」「白雪花」「晩秋の紅葉」「楓」「秋の花びら」など・・・、入選した子もそうでない

子よく考えられた銘でした。その中から今回 5 年生の１組さんは「花時雨」、２組さんは「赤彼岸花」をお茶会の

お菓子の銘に選びました。 

当日は、中澤先生のご指導のもと、凛とした面持ちでお茶会に臨み、「おもてなしの心」をもって、お茶やお菓

子をふるまい合い、心落ち着くひとときを過ごしました。 

茶道では、全ての出会いを「一期一会」として捉え、お客も主人もそのひとときを大事にしなければなりませ

ん。感謝の気持ちを表し合いながら、お互いが心地よい時間を過ごし、その後も良い関係性を築くようにする、と

いう思いがあるそうです。日頃の人間関係においても、同じことがいえるのかもしれません。 

４日（土）伝統芸能鑑賞会            今年度は、劇団プークさんによる劇を鑑賞します。 

７日（火）社会科見学                東亜鉄工・川崎マリエンを見学します。下校予定時刻は15時 25分です。 

                                  ※補習はありません。 

１１日（土）父母の会講演会            魚住りえ氏による講演です。詳細は以前お配りした手紙をご確認ください。 

17 日（金）正月玄関飾り作り          以前本校で働いていた冨永順次郎先生をお招きし教わります。 

稲わらを編むことから始め、日本の伝統的な正月玄関飾りを作成します。 

  令和３年度 第５学年 学年だより 12月号 

令和 3年 11月 30日（火） 

１組担任  福田 淳佑 

２組担任  飯尾 太一 
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 １ ２ 

第２回 

模擬テスト 

３ ４ 

伝統芸能鑑賞会 

５ ６ ７ 

社会科見学 

８ 

避難訓練 

９ １０ １１ 

父母の会講演会 

１２ １３ 

B 時程開始 

１４ 

希望個人面談 

１５ 

ガンプラアカデ

ミア※動画視聴

による学習です 

１６ １７ 

正月玄関 

飾り作り 

１８ 

終業式 

１９  

国語 
グラフや表を用いて書こう 

やなせたかしーアンパンマンの勇気 
図工 あったらいい町 どんな町 

社会 わたしたちの生活と工業生産 音楽 世界の音楽 冬げしき 

算数 
平均 単位量あたりの大きさ 

四角形と三角形の面積 
体育 とび箱 ハードル走 

理科 電流が生み出す力 家庭科 四角い布から変身！ 

英語 Welcome to Japan 

選 び 抜 く 

 色とりどり  ２組だより    「少数派も過ごしやすい世界に（ひびき・道徳）」 

ある日の１時間目、いきなり子どもたちに質問を一つ投げかけてみました。「LGBTって聞いた

ことあるかな？」子どもたちは、「ラーニングガーデン…？」「ロングゴール…？」と誰一人ピン

とこない様子。 

説明をしないまま、次にアライグマのイラストを見せて尋ねます。「このアライグマの性別はな

んでしょう。」「サッカーをしているから男の子？」「いやそうとは限らないんじゃない？」意見を

発表してくれる人も周囲の様子を見つつ、誰も自信満々な子はいません。 

LGBT とは、性的マイノリティ（少数派）のことです。性別といっても体の性・心の性・好き

の性・表現する性は全くの別物。特別授業を終えた振り返りのワークシートでは「ぼくの思って

いた“普通”は普通ではなかったことを知りました」「男らしくない、ってばかにしてしまったこ

ともあったけれど、気をつけていきたいです」と素直な感想を書いてくれた人も。 

“普通”や“当たり前”を押し付け合うのではなく、お互いの違いを大事にするためには何が

出来るか。これから大人になっていく子どもたちに、よく考えてほしいと思います。 

1２月の生活指導目標 

・言葉づかいに気をつけよう 

・進んで仕事をしよう 

 

1２月の行事予定 

1２月の学習予定 

日本文化の美しさ おもてなし

行事について 


